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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成28年３月期の決算監査において、監査法人から、当社の売上取引に関して不適切な会計処理がなされている疑義

の指摘を受けて、当社は、平成28年４月28日に本件疑義に係る事実解明及び会計処理の適正性に係る事実解明を目的と

して第三者委員会を設置しました。平成28年６月23日に、第三者委員会による調査報告書を受領し検討した結果、主に

前代表取締役会長や前常務取締役経営管理部長の指示に基づき、不適切な会計処理が行われたことが判明したため、過

年度の売上高の取り消し等の訂正を行うことといたしました。

　これらを訂正するため、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、第29期第２四半期（自平成27年７月

１日　至平成27年９月30日）に係る四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けており、その四半

期レビュー報告書を添付しております。

　また、四半期財務諸表の記載内容に係る訂正箇所については、XBRLの修正も行いましたので、修正後のXBRL形式デー

タ一式（表示情報ファイル含む）を提出致します。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の状況

(2）財政状態

(3）キャッシュ・フローの状況

(5）研究開発活動

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期財務諸表

(1）四半期貸借対照表

(2）四半期損益計算書

(3）四半期キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（四半期損益計算書関係）

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期

第２四半期累計期間
第29期

第２四半期累計期間
第28期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 3,869,144 3,948,080 9,145,139

経常利益 （千円） 885,316 795,525 2,249,664

四半期（当期）純利益 （千円） 541,323 506,802 1,429,133

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,069,800 1,069,800 1,069,800

発行済株式総数 （株） 8,760,000 8,760,000 8,760,000

純資産額 （千円） 10,690,675 11,708,517 11,578,390

総資産額 （千円） 13,368,659 14,261,883 15,148,406

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 61.80 57.85 163.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 43.00

自己資本比率 （％） 79.97 82.10 76.43

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 962,439 833,132 1,729,325

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △68,063 △62,060 △140,090

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △288,756 △376,103 △289,033

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,997,855 6,087,406 5,692,437

 

回次
第28期

第２四半期会計期間
第29期

第２四半期会計期間

会計期間

自平成26年
 ７月１日
至平成26年
 ９月30日

自平成27年
 ７月１日
至平成27年
 ９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 33.42 25.98

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

（1）業績の状況

当第２四半期累計期間における我が国経済は、緩やかな景気回復の基調を維持しつつも、中国経済の減速懸念

や、米国における金融政策正常化への動向など、先行きの不透明感は依然として強く、予断を許さない状況で推移

しました。

国内医療業界では、政府による「骨太の方針」において医療サービスの合理化、適正化が改めて提唱されるな

ど、社会保障費の増加抑制が政策課題とされる中、医療においてもより効率的で持続可能性のある在り方を目指し

た制度改革が進んでおります。

このような経営環境の中で、当社では採血管準備装置の主力機種であるBC・ROBO-8000RFIDの更新需要を着実に

補足しつつ、全自動尿分取装置UA・ROBO-2000RFID、RFID輸血管理・照合システムTRIPS Bt等の新規受注に注力し

てまいりました。

当第２四半期累計期間の売上高は3,948,080千円(前年同期比2.0%増加)となりました。また、総売上高に対する

海外売上高の占める割合は、前年同期比2.2ポイント減少し9.2%となりました。

利益面に関しては、売上総利益は1,907,465千円(前年同期比6.4%減少)、販売費及び一般管理費は1,113,053千円

(前年同期比0.3%増加)となり、営業利益は794,412千円(前年同期比14.5%減少)、経常利益は795,525千円(前年同期

比10.1%減少)、四半期純利益は506,802千円(前年同期比6.4%減少)となりました。

 

＜単一セグメント内の品目別販売状況＞

・採血管準備装置

当第２四半期累計期間における採血管準備装置の売上高は1,519,829千円(前年同期比1.8%減少)となりまし

た。

国内市場における売上高は1,348,349千円(前年同期比4.8%増加)、海外市場における売上高は171,479千円(前

年同期比34.4%減少)となりました。

 

・検体検査装置

当第２四半期累計期間における検体検査装置の売上高は241,405千円(前年同期比2.6%増加)となりました。

国内市場においては、競合他社との競争の激化により、売上高は204,435千円(前年同期比2.3%減少)となりま

したが、海外市場では、東南アジアをはじめとする新興国市場での販売が好調であったことから、36,969千円

(前年同期比42.2%増加)となりました。

 

・消耗品等

　当第２四半期累計期間における消耗品等の売上高は2,100,326千円(前年同期比4.7%増加)となりました。

　国内市場における売上高は1,943,970千円(前年同期比5.1%増加)、海外市場における売上高は156,356千円(前

年同期比0.4%減少)となりました。

 

・その他

　当第２四半期累計期間において、その他の売上高は86,519千円(前年同期比8.6%増加)となりました。
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（2）財政状態

当第２四半期会計期間末の総資産の残高は14,261,883千円となり、前事業年度末比886,523千円減少しました。

これは主に、売掛金の回収が順調に進んだことにより、売上債権が1,205,613千円減少したことによるものであり

ます。

当第２四半期会計期間末の負債の残高は2,553,365千円となり、前事業年度末比1,016,650千円減少しました。こ

れは主に、平成27年３月期第４四半期において販売をおこなった製品仕入に係る支払が滞りなく進んだことにより

仕入債務が939,786千円減少したことによるものであります。

当第２四半期会計期間末の純資産の残高は11,708,517千円となり、前事業年度末比130,126千円増加しました。

これは主に、利益剰余金が130,126千円増加したことによるものであります。なお、自己資本比率は82.1%となり、

前事業年度末比5.7ポイント増加しました。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は6,087,406千円と

なり、前年同四半期累計期間比1,089,551千円の増加（前事業年度末比394,969千円の増加）となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、833,132千円の資金増加（前年同四半期累計期間は962,439千円の資金増加）となりました。

これは主に、税引前四半期純利益が795,525千円、売上債権の減少額が1,205,613千円になった一方、仕入債務の

減少額939,786千円、法人税等の支払額453,627千円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、62,060千円の資金減少（前年同四半期累計期間は68,063千円の資金減少）となりました。こ

れは主に、定期預金の預入による支出60,292千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、376,103千円の資金減少（前年同四半期累計期間は288,756千円の資金減少）となりました。

これは、配当金の支払額376,103千円があったことによるものであります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究開発費は197,735千円となりました。なお、研究開発費には研究開発担当者

の人件費を含んでおります。また、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はあ

りません。

 

（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第２四半期以降の見通しにつきましては、国内景気の緩やかな回復が期待される一方、米国の金融政策正常化

の動向や中国経済の減速懸念など、先行きの不透明な状況が続く事が予想され、厳しい局面が続くものと見込まれ

ます。

医療機器業界においては、診療報酬と薬価・医療材料価格のネットプラス改定により、医療機関の経営環境は改

善に向かいつつあるものの、この改定による収入の増加は人件費をはじめとする医療機器以外の経営資源に優先的

に充当される公算が高く、厳しい経営環境が継続するものと予想されます。

当社では、採血管準備装置ならびに検体検査装置の新型装置を基軸に、国内市場における更新需要の喚起と海外

市場における市場開拓に注力し、装置の累計販売台数の増加を目指すとともに、これに伴う消耗品等売上の順当な

拡大を図ってまいります。また、引き続き採血管準備装置、および検体検査装置の新製品開発と上市を積極的に進

めてまいります。
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（7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、（3）キャッシュ・フローの状況

に記載のとおりであります。

 

②資金需要の主な内容

当社の資金需要は、生産活動に必要な運転資金（仕入、人件費等）、事業規模の成長に応じて、製品及び消耗

品の出荷・検品作業センターや研究開発施設を増設するための設備投資資金、市場の潜在需要を掘り起こす新し

い価値をもった独創的新製品の開発及び既存製品の製品競争力強化のための研究開発資金等が主な内容でありま

す。

 

③財務政策

当社では資金の使途、目的に対応して、営業活動から得られるキャッシュ・フローや金融機関からの借入等、

調達方法を組み合わせ、低コストかつ安定的な資金の確保に努めております。

今後も引き続き、財務の健全性を保ち、営業活動によりキャッシュ・フローを生み出すことにより、成長を維

持するために必要な運転資金及び設備投資資金を調達することができるよう努めてまいります。

 

（8）経営者の問題認識と今後の方針について

当社は、経営の透明性及び効率の向上、経営資源の有効投資及び経営環境の変化に迅速に対応できる意思決定機

関の確立に努めるとともに、企業価値の最大化を目指し経営方針を立案しております。

しかしながら、当社の属する医療機器業界におきましては、医療保険財政の悪化にともなう診療報酬の改定が恒

常的に２年毎におこなわれており、医療機関の収入減は必然的に当社が主要なターゲットとしている臨床検査市場

全体へと響くこととなり、今後益々の値下げ要請及びメーカー間の競争が激しくなると予想されます。

当社としては、医療施設業務のIT化による電子カルテやオーダリングシステムの普及にともない、需要の拡大が

見込める当社主力製品の採血管準備装置及びその周辺機器の販売に引き続き注力してまいります。

検体検査装置につきましては、引き続き血液ガス分析装置をはじめとした保険点数の影響を受け難い、付加価値

のある各種分析装置の販売に注力してまいります。

また、新製品の研究開発につきましては、今後需要の拡大が見込まれるPOCT（注１）分野の製品の開発をおこな

うこと及び生活習慣病の増加がもたらす国民医療費の増大に対応し、個々人が生活習慣病改善の必要性に気付くた

めの日々の健康状態モニター用製品の開発をおこない、当社主力製品の採血管準備装置に並ぶ新たな収益の柱とで

きるよう、研究開発に注力してまいります。

 

（注１）POCT（Point Of Care Testing）

診察・看護の現場で医療スタッフが実施する簡易検査ならびに患者自身が在宅で実施する自己検査のこと

であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,040,000

計 35,040,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,760,000 8,760,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株で

あります。

計 8,760,000 8,760,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 8,760,000 － 1,069,800 － 967,926
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

實吉　繁幸 神奈川県横浜市都筑区 1,409,700 16.09

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY（常任代理人　香港上海

銀行東京支店　カストディ業務

部）

東京都中央区日本橋３－11－１ 771,102 8.80

GOLDMAN, SACHS & CO.REG（常任

代理人　ゴールドマン・サックス

証券株式会社）

東京都港区六本木６-10-１ 576,201 6.57

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY 505224（常任代理人　株

式会社みずほ銀行決済営業部）

東京都中央区月島４－16－13 465,300 5.31

鈴木　索 埼玉県川越市 438,000 5.00

テクノメディカ従業員持株会 神奈川県横浜市都筑区仲町台５-５-１ 365,900 4.17

株式会社オートニクス 埼玉県志木市下宗岡４－14－26 273,600 3.12

鈴木　満寿世 埼玉県川越市 255,600 2.91

平澤　修 神奈川県横浜市神奈川区 244,000 2.78

實吉　政知 東京都目黒区 180,900 2.06

計 － 4,980,303 56.85

（注） １.カバウター・マネージメント・エルエルシーから平成26年11月26日付の大量保有（変更）報告書の写しの送

付があり、平成26年11月24日現在で615,600株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第

２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができていないことから、上記大株主の状況には含

めておりません。

大量保有者　　　　　　　　カバウター・マネージメント・エルエルシー

住所　　　　　　　　　　　アメリカ合衆国イリノイ州60601、シカゴ、イースト・ワッカー・ドライブ

　　　　　　　　　　　　　1、2510号室

保有株券等の数　　　　　　株式　615,600株

株券等保有割合　　　　　　7.03％

 

  ２.エフエムアール　エルエルシーから平成25年12月５日付の大量保有（変更）報告書の写しの送付があり、平

成25年11月29日現在で804,000株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計

期間末時点における実質所有株式数の確認ができていないことから、上記大株主の状況には含めておりませ

ん。

大量保有者　　　　　　　　エフエムアール　エルエルシー

住所　　　　　　　　　　　245 Summer Street, Boston, Massachusetts 02210，USA

保有株券等の数　　　　　　株式　804,000株

株券等保有割合　　　　　　9.18％

 

　 ３.インターナショナル・バリュー・アドバイザーズ・エル・エル・シーから平成25年５月14日付の大量保有

（変更）報告書の写しの送付があり、平成25年５月９日現在で3,525株を保有している旨の報告を受けており

ますが、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができていないことから、

上記大株主の状況には含めておりません。

大量保有者　　　　　　　　インターナショナル・バリュー・アドバイザーズ・エル・エル・シー

住所　　　　　　　　　　　717 Fifth Avenue, 10th Floor, New York, NY 10022

保有株券等の数　　　　　　株式　3,525株

株券等保有割合　　　　　　12.07％

（注）当社は、平成25年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき300株の割合で株式分割を行って

おりますが、上記の所有株式数は、株式分割前の株式数にて記載しております。

EDINET提出書類

株式会社テクノメディカ(E02345)

訂正四半期報告書

 8/18



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,759,100 87,591 －

単元未満株式 普通株式 　　　900 － －

発行済株式総数 8,760,000 － －

総株主の議決権 － 87,591 －

（注）「単元未満株式」には当社所有の自己株式99株が含まれております。

 

②【自己株式等】

　　　　　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成27年７月１日から平成27

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,539,607 7,994,868

受取手形 694,260 613,911

電子記録債権 － 123,739

売掛金 2,733,099 1,484,095

商品及び製品 2,247,667 2,070,945

仕掛品 133,675 174,082

原材料及び貯蔵品 73,034 82,147

前払費用 11,447 22,174

繰延税金資産 101,369 83,283

その他 1,114 31,192

貸倒引当金 △7,678 △4,200

流動資産合計 13,527,600 12,676,241

固定資産   

有形固定資産   

建物 892,800 893,704

減価償却累計額 △464,346 △477,922

建物（純額） 428,453 415,782

構築物 4,077 4,077

減価償却累計額 △3,292 △3,343

構築物（純額） 785 733

機械及び装置 158,650 158,650

減価償却累計額 △50,824 △65,711

機械及び装置（純額） 107,825 92,938

工具、器具及び備品 101,426 102,326

減価償却累計額 △69,654 △74,435

工具、器具及び備品（純額） 31,772 27,891

土地 787,326 787,326

有形固定資産合計 1,356,163 1,324,673

無形固定資産   

特許権 1,350 1,009

商標権 666 566

ソフトウエア 27,814 23,891

電話加入権 1,177 1,177

無形固定資産合計 31,008 26,646

投資その他の資産   

出資金 7,510 7,510

繰延税金資産 96,795 95,787

その他 129,328 131,024

投資その他の資産合計 233,633 234,321

固定資産合計 1,620,806 1,585,641

資産合計 15,148,406 14,261,883
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,175,913 1,236,127

未払金 84,388 129,832

未払費用 59,129 53,707

未払法人税等 545,443 363,751

未払消費税等 169,453 32,530

前受金 69,391 289,393

預り金 9,005 9,454

賞与引当金 113,650 107,551

役員賞与引当金 34,500 －

その他 1,104 1,580

流動負債合計 3,261,980 2,223,929

固定負債   

役員退職慰労引当金 250,085 259,405

製品保証引当金 40,787 31,406

その他 17,162 38,623

固定負債合計 308,035 329,435

負債合計 3,570,015 2,553,365

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,069,800 1,069,800

資本剰余金 967,926 967,926

利益剰余金 9,540,881 9,671,008

自己株式 △217 △217

株主資本合計 11,578,390 11,708,517

純資産合計 11,578,390 11,708,517

負債純資産合計 15,148,406 14,261,883
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 3,869,144 3,948,080

売上原価 1,830,828 2,040,614

売上総利益 2,038,315 1,907,465

販売費及び一般管理費 ※ 1,109,424 ※ 1,113,053

営業利益 928,891 794,412

営業外収益   

受取利息 757 890

受取配当金 27 0

その他 412 267

営業外収益合計 1,197 1,158

営業外費用   

支払利息 45 45

保険解約損 736 －

消費税差額 43,990 －

営業外費用合計 44,771 45

経常利益 885,316 795,525

税引前四半期純利益 885,316 795,525

法人税、住民税及び事業税 344,879 269,629

法人税等調整額 △886 19,093

法人税等合計 343,992 288,723

四半期純利益 541,323 506,802
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 885,316 795,525

減価償却費 44,756 37,658

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,800 9,320

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,278 △3,478

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,682 △6,099

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △29,000 △34,500

製品保証引当金の増減額（△は減少） △7,380 △9,381

受取利息及び受取配当金 △785 △890

保険解約損益（△は益） 736 －

支払利息 45 45

売上債権の増減額（△は増加） 897,138 1,205,613

たな卸資産の増減額（△は増加） △265,979 127,202

仕入債務の増減額（△は減少） △113,183 △939,786

その他の資産の増減額（△は増加） 700 △42,536

その他の負債の増減額（△は減少） 42,306 147,221

小計 1,469,431 1,285,915

利息及び配当金の受取額 785 890

利息の支払額 △45 △45

法人税等の支払額 △507,732 △453,627

営業活動によるキャッシュ・フロー 962,439 833,132

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △60,273 △60,292

有形固定資産の取得による支出 △6,091 △1,804

無形固定資産の取得による支出 △4,025 －

差入保証金の差入による支出 △1,915 △2,076

差入保証金の回収による収入 1,519 2,113

保険積立金の解約による収入 2,724 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,063 △62,060

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △288,756 △376,103

財務活動によるキャッシュ・フロー △288,756 △376,103

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 605,619 394,969

現金及び現金同等物の期首残高 4,392,235 5,692,437

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,997,855 ※ 6,087,406
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

給与手当 328,222千円 341,768千円

賞与引当金繰入額 83,413 76,093

役員退職慰労引当金繰入額 6,800 9,320

貸倒引当金繰入額 3,278 △3,478

研究開発費 185,080 197,735

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の通り

であります。

 
前第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 6,784,955千円 7,994,868千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,787,100 △1,907,462

現金及び現金同等物 4,997,855 6,087,406

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年９月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 289,078 33 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自 平成27年４月１日　至 平成27年９月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 376,675 43 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第２四半期累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自平成27

年４月１日　至平成27年９月30日）

 当社は、医療機器及びこれら装置で使用する消耗品の製造、販売を主たる事業とする単一セグメントである

ため、セグメント情報は作成しておりません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 61円80銭 57円85銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 541,323 506,802

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 541,323 506,802

普通株式の期中平均株式数（株） 8,759,942 8,759,901

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月19日

株式会社テクノメディカ

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阪田　大門　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浅井　則彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テク

ノメディカの平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの第２９期事業年度の第２四半期会計期間（平成２７年

７月１日から平成２７年９月３０日まで）及び第２四半期累計期間（平成２７年４月１日から平成２７年９月３０日ま

で）に係る訂正後の四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テクノメディカの平成２７年９月３０日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期財務諸表を訂正している。なお、当監

査法人は、訂正前の四半期財務諸表に対して平成２７年１１月１０日に四半期レビュー報告書を提出した。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１.　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２.　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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